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上村佐和, 平野康次郎：特集 嗅覚診療最前線《疾患別 病態・診断・治療のポイント》コロナ
罹患後嗅覚障害.  耳鼻頭頸 96（9）： 738-743, 2024.

丸山祐樹, 木勢彩香, 手口裕奈, 大谷友里恵, 宮地理瑳, 溝上雄大 , 竹内美緒, 嶋根俊和：星
状神経節ブロック後に発症した咽頭後間隙血腫例.  耳鼻臨床 117： 1099-1103, 2024.

﨑川 彩, 洲崎勲夫 , 﨑川 慶 , 北嶋達也 , 竹内美緒, 浜崎泰佑, 嶋根俊和, 小林一女：末梢性
顔面神経麻痺を主訴に受診した完全型Heerfordt症候群.  耳鼻臨床 117（11）： 1011-1017, 
2024.

中筋康太 , 田中義人：咽頭より頸動脈間隙に及んだ杙創例.  耳鼻臨床 117（10）： 915-918, 
2024.

大氣采女, 矢野真衣, 永田衣利奈, 小倉千佳, 宮澤昌行, 小松崎敏光 , 油井健史：原因不明の
両側同時性特発性顔面神経麻痺の1症例.  昭和学士会雑誌 84（3）： 266-270, 2024.

三好直人 , 洲崎勲夫 , 木勢彩香, 井島貴宏, 上村佐和, 徳留卓俊 , 浜崎泰佑, 平野康次郎, 
嶋根俊和：鼻涙管oncocytoma例 .  日鼻誌 63（4）： 496-501, 2024.
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嶋根俊和：拍動性耳鳴を契機に診断された硬膜動静脈瘻例.  耳鼻臨床 118（3）： 171-175, 
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木勢彩香, 勝田秀行, 佐々木裕奈, 古川傑 , 溝上雄大 , 丸山祐樹, 竹内美緒, 北嶋達也 , 嶋根
俊和：局所粘膜弁で再建した軟口蓋腫瘍の3症例.  頭頸部外科 34（1）： 49-55, 2024.

佐々木裕奈, 北嶋達也 , 古川傑 , 洲崎勲夫 , 木勢彩香, 嶋根俊和：経口的軟性内視鏡下に切除
した新生児喉頭蓋嚢胞例.  日本気管食道科学会会報 75（6）： 329-333, 2024.
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福島啓文：今日の治療指針2025：喉頭摘出患者のリハビリテーション.  医学書院 1594-1595

T. Morita, T. Sasaki, Y. Koizumi, H. Fukushima, W. Shimbashi, H. Mitani：Favourable 
swallowing outcomes after subtotal glossectomy with laryngeal suspension.  Int J 
Oral Maxillofac Surg 53：191-198, 2024.
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木村百合香：【知らなかったでは済まされない！ドレーン・カテーテル・チューブ管理の基本と
注意点】気管カニューレ.  MEDICAL REHABILITATION（1346-0773）296： 8-14, 2024
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NMESが有効であったCOVID-19の1症例.  物理療法科学　31巻：93-99, 2024
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ENTONI 297： 70-75, 2024.

Ihara Y, Kato H, Sunakawa A, Murakami K, Minoura A, Hirano K, Watanabe Y, 
Yoshida M, Kokaze A, Ito Y：Comparison of Two Types of Electrodes for Measuring 
Submental Muscle Activity During Swallowing.  Cureus 16（5）：e59726, 2024
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Minoura A, Ihara Y, Kato H, Murakami K, Watanabe Y,Hirano K, Ito Y, Kokaze A：
Oral Diadochokinesis, Tongue Pressure, and Lip-Seal Strength Among Japanese Male 
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平野康次郎：鼻副鼻腔炎薬物療法Up to Date.  日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会会報 127
（12）： 1272-1276, 2024.
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Progression： Exploring Otic Capsule and Round Window Involvement .  The 
Laryngoscope：135（1）：324-330, 2024

Yilmaz NK, Ozen D, Monsanto RC, Ocak E, Schuster AK, Shimura T, Cureoglu S：
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学会・研究会

来年度はコンマの
ずれ注意

■第21回日耳鼻嚥下障害講習会 2024年4月　東京

「嚥下のメカニズムと病態、および診断・評価の流れ」
木村百合香

■第4回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学会 2024年4月　枚方

シンポジウム
医用エアロゾル研究推進委員会企画 理科研・日耳鼻共同研究報告 コロナ禍から学ぶ：
診療所での飛沫・エアロゾル感染対策
スーパーコンピューター「富岳」による、咳嗽時のウイルス飛沫・エアロゾル拡散と
その対策に関するシミュレーション解析
平野康次郎

COVID-19と耳鼻咽喉科診療における感染対策～
スーパーコンピューター「富岳」を用いた感染対策のシミュレーション
木村百合香

パネルディスカッション 1
JIAIO アレルギー免疫疾患の実際　ー診断・治療のピットフォールー
好酸球性鼻副鼻腔炎（ECRS）と好酸球性多発血管炎性肉芽腫症（EGPA）の鑑別と落とし穴
洲崎勲夫

アフタヌーンセミナー 4
アレルギー性鼻炎治療にも多様性と選択肢　-貼るは早めの、経皮吸収型製剤-
洲崎勲夫

慢性副鼻腔炎における粘膜内ectopic lymphoid tissue形成とIL-4受容体発現、
B細胞との関連について
金井健吾, 岡 愛子, 洲崎勲夫, 高木 嶺, 山田まり恵, 小池隆史, 岡野光博

■42nd Congress of the International Society of Inflammation and Allergy of the Nose
24th Congress of the International Rhinologic Society （ISIAN-IRS 2024）

2024年4月　Tokyo, Japan

Symposium： Current topics for PCD
Management and treatment of rhinosinusitis associated with primary ciliary dyskinesia
Suzaki I

■第2回若手口腔外科医交流会学術集会 2024年5月　盛岡

口腔悪性腫瘍術後の周術期における気管カニューレの管理について
今野瑶士, 齊藤芳郎, 安部勇蔵, 森田琢磨, 勝田秀行, 大場誠悟, 代田達夫, 嶋根俊和
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■第125回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会 2024年5月　大阪

副咽頭間隙に発生した神経鞘腫に対する摘出方法の工夫
嶋根俊和, 木島由葵, 木勢彩香, 佐々木裕奈, 大谷友里恵, 宮地理瑳, 奥澤奈緒, 溝上雄大, 
竹内美緒, 北嶋達也

手術手技セミナー「外科的気道確保 ―術式と管理―」
気管カニューレの選択と管理
木村百合香

Dupilumab を1年間投与した重症好酸球性副鼻腔 炎の検討
平野康次郎, 洲崎勲夫, 宮地理瑳, 井島貴宏, 竹内美緒, 嶋根俊和

デュピクセント鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎 4周年記念Web講演会　鼻科学の旅路
ディスカッション　CRSwNPの病態から考える薬物療法
洲崎勲夫

好酸球性鼻副鼻腔炎・中耳炎を併発した喘息症例に対する抗 TSLP 抗体 
tezepelumab の治療経験
洲崎勲夫, 手口裕奈, 木勢彩香, 宮地理瑳, 井島貴宏, 大谷友里恵, 北嶋達也, 竹内美緒, 
浜崎泰佑, 平野康次郎, 嶋根俊和

医学部卒前教育において耳鼻咽喉科頭頸部外科に期待されること
古田厚子, 嶋根俊和, 後藤理英子, 土屋静馬, 川原千香子, 泉 美貴

三叉神経障害で発見された浸潤性副鼻腔真菌症の1例
徳留卓俊, 上村佐和, 方波見里奈, 小川誉史, 崎川 慶, 小宅功一郎, 小林 斉

Ramsay-Hunt 症候群・zoster sine herpete に合併し た水痘・帯状疱疹ウイルス髄膜炎の2例
成川陽一郎, 小林 斉, 嶋根俊和

未治療重症糖尿病が原因と考えられた喉頭膿瘍の一例
中筋康太, 田中義人, 村山正和, 寺崎雅子

ヘルパンギーナ罹患後に急性小脳炎を発症した小児めまい例
村山正和, 田中義人, 中筋康太, 寺崎雅子

頸部神経鞘腫が疑われた紡錘細胞脂肪腫の1例
宮地理瑳, 木島由葵, 木勢彩香, 手口裕奈, 大谷友里恵, 奥澤奈緒, 依田俊也, 大氣采女, 
北嶋達也, 嶋根俊和

新型コロナウイルスワクチン接種を契機に好酸球性 多発血管炎性肉芽腫症と診断された
好酸球性鼻副鼻腔炎例
井島貴宏, 洲崎勲夫, 宮地理瑳, 北嶋達也, 竹内美緒, 浜崎泰佑, 平野康次郎, 嶋根俊和

水中下に真珠腫を摘出することにより,骨導閾値が保たれた前庭瘻孔の一例
木島由葵, 茜部遼平, 池田怜吉, 志賀清人

診断に苦慮した結核性中耳炎の1例
方波見里奈, 小川誉史, 上村佐和, 今泉直美, 小宅功一郎, 徳留卓俊, 野垣岳稔, 小林 斉
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■第11回喉頭摘出後リハビリテーションについての集学的アプローチ
（Global Postlaryngectomy Rehabilitation Academy in Japan）

2024年5月　Web

福島啓文, 佐藤雄一郎, 四宮弘隆, 神山亮介, 尾股 丈, 田中亮子, Michiel van den Brekel

■第48回日本口蓋裂学会総会・学術集会 2024年5月　名古屋

口唇裂・口蓋裂の乳幼児期の耳鼻咽喉科での治療方針の検討
小宅功一郎, 甘利泰伸, 小林 斉

■第49回日本外科系連合学会 2024年6月　東京

パネルディスカッション「嚥下障害の診断と治療の進歩」
チームで取り組む嚥下障害診療
木村百合香

■第48回日本頭頸部癌学会 2024年6月　浜松

下顎悪性腫瘍切除後の腓骨皮弁による即時再建術施行後に顎堤形成術を施行した5例
勝田秀行, 今野瑶士, 安部勇蔵, 筑田洵一郎, 森田琢磨, 齊藤芳郎, 中道由香, 北嶋達也, 
福島啓文, 嶋根俊和

基底細胞分化を来したNAB2：：STAT6融合遺伝子を有する臼後腺原発腫瘍の1例
森田琢磨, 佐藤由紀子, 福島啓文

セツキシマブ投与中に発症した腸管嚢腫様機種の1例
北嶋達也, 安部勇蔵, 齊藤芳郎, 森田琢磨, 勝田秀行, 福島啓文, 嶋根俊和

■第85回耳鼻咽喉科臨床学会総会 2024年6月　福井

アトピー性皮膚炎患者の外耳病変にデルゴシチニブ軟膏
（外用ヤヌスキナーゼ（JAK）阻害薬）が著効した一例
平野康次郎, 手口裕奈, 木勢彩香, 依田俊也, 宮地理瑳, 川崎正義, 洲崎勲夫, 嶋根俊和

Dupilumab導入後に好酸球性肺炎を来した好酸球性副鼻腔炎症例
洲崎勲夫, 手口裕奈, 木勢彩香, 川崎正義, 竹内美緒, 浜崎泰佑, 平野康次郎, 嶋根俊和

当科における鼻腔化膿性肉芽腫症例の検討
油井健史, 手口翔太, 永田衣利奈, 宮澤昌行, 小松崎敏光, 野垣岳稔

耳下腺手術症例における穿刺吸引細胞診検査の検討
﨑川 慶, 徳留卓俊, 今泉直美, 井上由樹子, 三好直人, 上村佐和, 﨑川彩, 小宅功一郎, 
池谷洋一, 小林 斉

鼻腔内逆性歯牙の1例
手口裕奈, 洲崎勲夫, 溝上雄大, 木勢彩香, 川崎正義, 宮地理瑳, 大谷友里恵, 平野康次郎, 
嶋根俊和

頸部神経鞘腫手術症例の検討
木勢彩香, 手口裕奈, 大谷友里恵, 北嶋達也, 竹内美緒, 洲崎勲夫, 浜崎泰佑, 嶋根俊和
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発症より2ヵ月以上経過した披裂軟骨脱臼に対して非観血的手術で改善が得られた1例
手口翔太, 宮澤昌行, 永田衣利奈, 小松崎敏光, 野垣岳稔, 油井 健史

鼻中隔腫瘍の検討
勝見真有, 方波見里奈, 三好直人, 上村佐和, 宇留間周平, 﨑川 慶, 小宅功一郎, 徳留卓俊, 
池谷洋一, 野垣岳稔, 小林 斉

■昭和大学江東豊洲病院　公開講座 2024年6月　東京

のどを鍛えて誤嚥を防ぐ
木村百合香

■副鼻腔炎を合併した喘息患者に対するトリプル製剤の可能性
好酸球性気道疾患の制御と副作用の軽減を目指して 2024年6月　東京

平野康次郎

■AIRWAY WEB 2024年6月　札幌

CRSwNP治療の切り札　-dual inhibition of IL-4 ／ 13 signals-
洲崎勲夫

■市川市 呼吸器・耳鼻咽喉科 合同講演会 2024年6月　千葉

特別講演　上・下気道の包括的炎症制御を目指した好酸球性鼻副鼻腔炎の治療戦略
洲崎勲夫

■鼻科学の旅路 2024年6月　東京

慢性副鼻腔炎のClinical remissionを達成する
平野康次郎

■令和6年度　第１回　昭和耳鼻咽喉科医会学術講演会 2024年7月　東京

急性感音難聴を契機に診断し得た感染性心内膜炎の1例
手口翔太

持続吸引シリンジ法を応用した下咽頭神経鞘腫例
依田俊也

診断に苦慮した無菌性鼻中隔膿瘍の一例
村山正和

迷路内神経鞘腫が疑われた1症例
勝見真有

頸部リンパ節炎を契機に診断しえた下咽頭梨状陥凹瘻の一例
平林瑛子
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■第129回　富山県耳鼻咽喉科臨床研究会 2024年7月　富山

「耳鼻咽喉科医だからこそできる嚥下障害診療」
木村百合香

■日本麻酔科医会連合　第13回学術・政策勉強会 2024年7月　東京

「加齢と嚥下機能障害～周術期管理の観点から～
木村百合香

■公益社団法人東京都荏原歯科医師会　夏期講習会 2024年7月　東京

口腔がん講演会・実習
今野瑶士, 堅田凌悟, 安部勇蔵, 筑田洵一郎, 森田琢磨, 齊藤芳郎, 勝田秀行, 福島啓文, 
嶋根俊和

■疾病予防セミナー 耳鼻科疾患講演会 2024年7月　箱根

知っておきたい耳と鼻の病気
村山正和

■包括連携協定校共同研究 報告会 2024年7月　東京

昭和大学-東京都市大学共同研究 鼻腔内疾患診断支援システムの開発
平野康次郎

■One Airway Seminar 2024年7月　東京

喘息合併CRSwNPへのDupilumabの有効性
平野康次郎

■第47回日本顔面神経学会 2024年7月　東京都

ウイルス性顔面神経麻痺の予後に関する因子の検討
浜崎泰佑, 小林一女, 武富麻恵, 米良仁志

■県西部　慢性副鼻腔炎地域連携の会 2024年7月　埼玉

Dupilumabと好酸球性鼻副鼻腔炎治療 -気道炎症の包括的制御を目指して-
洲崎勲夫

両側顔面神経麻痺の一例
中川 元

嚥下機能評価とカニューレ管理によりQOLが改善した心停止蘇生後の1例
河村陽二郎

中咽頭癌に対するロボット手術
福島啓文
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■日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 第71回 中部地方部会連合会 2024年7月　新潟

イブニングセミナー
好酸球性鼻副鼻腔炎治療の新展開 -dupilumabの治療効果と臨床展望-
洲崎勲夫

■第28回日本がん免疫学会総会／
第37回日本バイオセラピィ学会学術集会総会　合同大会 2024年7月　東京

H1受容体拮抗薬は免疫チェックポイント阻害薬の抗腫瘍効果を増強する
丸山祐樹, 倉増敦朗, 佐々木彩, 細沼雅弘, 船山英治, 田島康平, 磯部順哉, 鶴井敏光, 
豊田仁志, 甘利泰伸, 志田みどり, 馬場勇太, 平澤優弥, 石黒智之, 下川雅弘, 有泉裕嗣, 
堀池 篤, 木内祐二, 角田卓也, 吉村 清

■令和6年度第3回お茶の水耳鼻咽喉科・頭頸科カンファレンス 2024年8月　東京

頭頸部がん治療のマネージメント
福島啓文

■GSK launch meeting 2024年8月　東京

鼻茸を伴う慢性鼻副鼻腔炎の基礎と治療戦略
洲崎勲夫

■第63回日本鼻科学会総会 2024年9月　東京

シンポジウム
ダイバーシティ推進による鼻科学会の華ある未来へ 多様性を考慮した
鼻科領域へのリクルート ～ 医局長育休とるってよ ～
平野康次郎

ランチョンセミナー 5
好酸球性炎症に対する抗IL-5抗体薬 ヌーカラ®の最新の話題
洲崎勲夫

アレルギー性真菌性鼻副鼻腔炎における好酸球細胞死
安部友恵, 井上なつき, 洲崎勲夫, 中山次久, 山田武千代, 植木重治

好酸球性鼻副鼻腔炎症例におけるdupilumab導入後のgalectin-10の動態
洲崎勲夫, 植木重治, 伊東慶介, 木勢彩香, 三好直人, 平野康次郎, 嶋根俊和

新型コロナウイルス感染症後嗅覚障害と感冒後嗅覚障害との比較検討 多施設共同研究
三輪高喜, 志賀英明, 小林正佳, 森下裕之, 石神瑛亮, 都築建三, 近藤健二, 小川 慶, 森 恵莉, 
洲崎勲夫, 竹内美緒, 伏見勝哉, 永井萌南美, 田中大貴, 鈴木元彦, 中西弘紀

鼻前庭部に発生した基底細胞癌の1例
三好直人, 洲崎勲夫, 小宅功一郎, 上村佐和, 徳留卓俊, 小林, 斉, 嶋根俊和
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■第37回日本口腔・咽頭科学会 2024年9月　和歌山

ランチョンセミナー　喉頭摘出後リハビリテーションについての集学的アプローチ
福島啓文

多発脳膿瘍を合併したLemierre症候群の1例
工藤建人, 杉尾雄一郎

■第207回神奈川県地方部会耳鼻咽喉科・頭頸部外科 学術講演会 2024年9月　神奈川

口唇裂・口蓋裂における乳幼児期の滲出性中耳炎の治療方針の検討
小宅功一郎, 甘利泰伸, 中川元, 木勢彩香, 小川誉史, 上村佐和, 日尾祥子, 徳留卓俊, 小林 斉

Bacteroides pyogenesによる頸部膿瘍の1例
井島貴宏, 村山正和, 田中義人, 寺崎雅子

当科で経験した咽頭・喉頭アミロイドーシスの2例
山崎綜一郎, 池谷 洋一, 鈴木健登, 方波見里奈, 三好直人, 崎川 慶, 成川陽一郎, 今泉直美, 
小林 斉

■慢性鼻副鼻腔炎治療セミナー in Hokuriku 2024年9月　金沢

特別講演
病態理解から導く好酸球性鼻副鼻腔炎の最適な治療戦略
洲崎勲夫

■第2回　慢性副鼻腔炎治療を考える会 2024年9月　横浜

特別講演
難治化病態から再考する好酸球性鼻副鼻腔炎マネジメントの最適化
洲崎勲夫

■AAO-HNSF 2024 Annual Meeting ＆ Oto Experience 2024年9月　Miami, USA

Assessment of patient satisfaction with dupilumab 
for chronic rhinosinusitis with nasal polyp.
Okano M, Okamoto A, Kanai K, Nishijima A, Matsune S, Hosoya K, Komachi T, 
Murakami R, Okubo K, Hirano K, Suzaki I, Shimura T, Komatsuzaki T, Kanzaki S, 
Wakabayashi K, Ozawa H, Okamoto Y, Kondo K, Nishijima H

■70th Annual Meeting of the ARS 2024年9月　Miami, USA

Endoscopic combined antrostomies for odontogenic maxillary sinusitis.
Narikawa Y, Hinohira Y, Kobayashi S, Shimane T

Nasal septal abscess associated with ulcerative colitis.
Murayama M, Tanaka Y, Nakasuji K, Terasaki M, Kobayashi S, Shimane T

Evaluation of olfactory disorders in COVID-19 patients visiting our 
olfactory outpatient clinic： a prospective study.
Takeuchi M, Suzaki I, Hirano K, Kamimura S, Teguchi Y, Kise A, Maruyama Y, 
Shimane T
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■23°Congresso da FORL 2024年9月　São Paulo, Brazil

Correlation Between Patterns of Otosclerosis Progression 
and Round Window Involvement.
Shimura T, Yilmaz NK, Schuster AK, Song G, Cureoglu EA, Rajin D, Monsanto RC

■Tokyo AIRWAY Meeting 2024年9月　東京

臨床効果と病態から考える鼻副鼻腔炎に最適な抗体製剤
平野康次郎

■第69回日本聴覚医学会総会・学術講演会 2024年10月　東京

難聴児の診療録からみた神奈川県県西地域における医療・教育・福祉機関の連携の現状と課題
和田 彩, 大町千香, 秦 夢乃, 吉村諒子, 田中義人, 村山正和, 井島貴宏, 寺崎雅子

■第75回日本気管食道科学会総会 2024年10月　仙台

ハンズオンセミナー
喉頭摘出後の気管食道シャント造設術、音声・呼吸器・嗅覚リハビリテーションの実際
福島啓文, 佐藤雄一郎, 四宮弘隆, 神山亮介, 尾股 丈, 田中亮子, 岩城 忍

持続吸引シリンジ法を応用し経口的に摘出した下咽頭神経鞘腫例
依田俊也, 手口裕奈, 木勢彩香, 北嶋達也, 竹内美緒, 洲崎勲夫, 嶋根俊和

■第73回日本アレルギー学会 2024年10月　京都

日本医師会女性医師支援センター事業共催 日本アレルギー学会働き方改革推進委員会企画
医師支援スイーツセミナー 「各科の働き方改革の取り組みとその問題点」
外科系の働き方改革の取り組みと課題
平野康次郎

アレルギー性真菌性鼻副鼻腔炎における好酸球細胞外トラップの検討
安部友恵, 井上なつき, 洲崎勲夫, 中山次久, 山田武千代, 植木重治

好酸球性鼻副鼻腔炎の術後再発症例に併発する喘息のコントロールはdupilumabにより改善する
洲崎勲夫, 田中明彦, 三好直人, 関野恵里子, 上村佐和, 丸山祐樹, 平野康次郎, 嶋根俊和

■城東地区One Airway One Disease Seminar 2024年10月　東京

副鼻腔炎の治療マネジメントにおける下気道治療の重要性
平野康次郎

■第34回日本耳科学会 総会・学術講演会 2024年10月　名古屋

手術治療と液体窒素による凍結療法を行った外耳道腫瘍の一例
竹内美緒, 浜崎泰佑, 洲崎勲夫, 平野康次郎, 小林一女

ウイルス性顔面神経麻痺の予後に関する因子の検討
浜崎泰佑, 竹内美緒, 洲崎勲夫, 平野康次郎, 小林一女
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■GSK Asthma Web Seminar in Tokyo, 2024年10月　東京

喘息治療の深化 -Treatable Traitsとしての上気道炎症-
洲崎勲夫

■Sanofi Airway Forum in Shizuoka 2024年10月　静岡

one airway, one diseaseを踏まえた好酸球性鼻副鼻腔炎の治療戦略
洲崎勲夫

■One Airway Forum in Chiba 2024年10月　千葉

病態理解から紐解く好酸球性鼻副鼻腔炎の治療戦略
洲崎勲夫

■ADVENT AIRWAY ASIA -Cross Countries ENT Talks- 2024年10月　Tokyo, Japan

Real world experience in Japan： long term disease control with biologics
Suzaki I

■Mepolizumab CRSwNP webinar
～好酸球を意識したCRSwNP治療戦略の意義～ 2024年10月　web開催

鼻茸を伴う慢性鼻副鼻腔炎治療における好酸球の役割とヌーカラ
洲崎勲夫

■第34回日本医療薬学会年会 2024年11月　千葉

放射線照射を受けているがん患者における口腔粘膜炎に対する鎮痛薬の使用実態
仁尾祐太, 内倉 健, 嶋根俊和, 百 賢二

■第43回城南耳鼻咽喉科臨床懇話会 2024年11月　東京

中咽頭癌に対するロボット手術
福島啓文

■第38回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会秋季大会 2024年11月　京都

パネルディスカッション
「年齢、性、勤務形態、働き方改革、診療のSDGsを考える」 多様性について
木村百合香

■第72回日本職業・災害医学会学術大会 2024年11月　東京

シンポジウム「災害時における摂食嚥下障害患者への支援～誰もが生き抜くために」
災害医療における嚥下障害診療COVID-19専門病院の経験から
木村百合香
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■第9回日本救護救急学会総会・学術集会 2024年11月　東京

令和6年能登半島地震における当院のAMAT活動報告
古川 傑

■eNTrance2024-2025 2024年11月　web開催

第3回　蝶形骨洞
平野康次郎

■Mepolizumab CRSwNP webinar 2024年11月　web開催

抗IL-5抗体メポリズマブ（ヌーカラ）の機序と使用方法
平野康次郎

■君津木更津地区　耳鼻咽喉科医会　勉強会 2024年11月　千葉

CRSwNPにおけるバイオ治療戦略
徳留卓俊

■デュピクセント鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎 全国講演会 鼻科学の旅路 2024年11月　福岡

喘息合併CRSwNPの統合治療 -上・下気道のRemissionを目指すアプローチ-
洲崎勲夫

■Cross Allergic Immunology Seminar in Shikoku 2024 2024年11月　web開催

特別講演：上気道炎症の寛解を見据えた好酸球性鼻副鼻腔炎へのアプローチ
洲崎勲夫

■GSK CRSwNP Expert Seminar in 岡山
～好酸球を意識したCRSwNP治療戦略の意義～ 2024年11月　岡山

鼻茸を伴う慢性鼻副鼻腔炎治療の新展開 -IL-5と好酸球の役割を再考する-
洲崎勲夫

■東京都保健医療局主催 アレルギー疾患医療連携研修（第3回） 2024年12月　東京

アレルギー性鼻炎と副鼻腔炎　～最近のトピックスと病診連携について～
平野康次郎

■東京都耳鼻咽喉科医会学術講演会 2024年12月　東京

頭頸部癌治療の最近のトピックスと今後の展望
福島啓文
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舌骨に発生した淡明細胞型軟骨肉腫の1例
榎本達仁, 大谷友里恵, 北嶋達也, 太田裕崇, 小原 淳, 吉田朗彦, 福島啓文, 瀧本雅文, 
矢持淑子, 嶋根俊和

■Mepolizumab CRSwNP conference in FUKUOKA
～好酸球を意識したCRSwNP治療戦略の意義～ 2025年1月　福岡

IL-5の多彩な機能から考えるmepolizumabの効果
平野康次郎

■明日から活かせる！鼻アレルギー診療Up to date 2025年1月　web開催

平野康次郎

■GSK Asthma Web Seminar in Tokyo
“高み"を目指した喘息治療の未来戦略 2025年1月　web開催

花粉シーズンにおける上下気道を考慮したトリプル製剤による喘息治療
平野康次郎

■日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会　神奈川県地方部会　三浦連合支部学術講演会
2025年1月　横須賀

特別講演　鼻炎マネジメントから再考する気道炎症疾患診療
洲崎勲夫

■第12回日本アレルギー学会関東地方会 2024年12月　東京

花粉症に対するomalizumabの治療効果
平野康次郎, 上村佐和, 丸山祐樹, 関野恵里子, 成川陽一郎, 洲崎勲夫, 嶋根俊和

ランチョンセミナー
Dupilumabによる上下気道包括的治療の有用性
平野康次郎

■Mepolizumab CRSwNP National Conference in Tokyo 2024年12月　東京

Mepolizumabと歩む上気道炎症制御 -鼻茸を伴う慢性鼻副鼻腔炎治療の新しい鍵-
洲崎勲夫

■第34回日本頭頸部外科学会総会 2025年1月 東京

パネルディスカッション「上手に活用、神経筋電図モニター」
頸部神経鞘腫手術における神経モニタリングの実際
嶋根俊和

ハンズオンセミナー
喉頭摘出後のシャント造設術、音声・呼吸器・嗅覚リハビリテーションの実際
福島啓文, 佐藤雄一郎, 四宮弘隆, 神山亮介, 尾股 丈, 田中亮子, 岩城 忍
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■Mepolizumab CRSwNP Seminar in KUSHIRO
～好酸球を意識したCRSwNP治療戦略の意義～ 2025年1月　釧路

鼻茸を伴う慢性鼻副鼻腔炎治療の新展開 -IL-5と好酸球が担う難治性病態を再考する-
洲崎勲夫

■アレルギー診療の新展開 ～Dupilumabで切り開く近未来～ 2025年1月　東京

IL-4 ／ IL-13の制御で導く慢性鼻副鼻腔炎の治療ゴールを考える
洲崎勲夫

■とちぎ耳鼻咽喉科漢方セミナー 2025年1月　宇都宮

すぐに役立つ漢方治療　めまい治療を中心に
金子 達

■令和6年度日本歯科医師会主催嚥下機能評価講習会 2025年2月　東京

「嚥下機能および嚥下障害に関わる総論」
木村百合香

■江東区耳鼻咽喉科医会学術講演会 2025年2月　東京

「耳鼻咽喉科医による嚥下障害診療のすすめ～
高齢者肺炎における医療連携での耳鼻咽喉科医の新たな役割～」
木村百合香

■第43回日本口腔腫瘍学会総会 2025年2月　東京

80歳以上の口腔扁平上皮癌患者の治療選択に関する臨床的検討
今野瑶士, 森田琢磨, 安部勇蔵, 勝田秀行, 齊藤芳郎, 北嶋達也, 福島啓文, 嶋根俊和

■令和6年度　第２回　昭和耳鼻咽喉科医会学術講演会 2025年2月　東京

良好な転機を辿った超高齢者降下性縦隔炎の一例
工藤建人

外科的治療が奏効した輪状咽頭嚥下困難症の1例
木村百合香

計8回反復した両側反復性顔面神経麻痺の1症例
平林瑛子

難治の経過をたどったBacteroides pyogenes例
井島貴宏

当院で経験した咽頭喉頭アミロイドーシス
山﨑綜一朗

持続吸引シリンジ法を併用して摘出した舌神経鞘腫の1例
島津春香
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■ARO 2025 48th Annual MidWinter Meeting 2025年2月　Orland, USA

Peripheral vestibular system pathology secondary to otitis media in the chinchilla model
Yilmaz NK, Shimura T, Monsanto RC, Cureoglu S

■2025 AAAAI ／ WAO Joint Congress 2025年2月　San Diego, USA

Assessment of patient satisfaction with dupilumab 
for chronic rhinosinusitis with nasal polyps
Okano M, Oka A, Kanai K, Nishijima A, Matsune S, Hosoya K, Komachi T, Murakami R, 
Okubo K, Hirano K, Suzaki I, Shimura T, Komatsuzaki T, Kanzaki S, Wakabayashi K, 
Ozawa H, Okamoto Y, Kondo K, Nishijima H

■第35回日本気管食道科学会認定気管食道科専門医大会 2025年2月　東京

パネルディスカッション 「外科的気道確保マニュアル第2版 ;推奨と課題」
気管切開の術式とカニューレ選択 .
木村百合香

■第52回口腔インプラント専門医臨床技術向上講習会 2025年2月　web

歯性副鼻腔炎とインプラント手術時の副鼻腔併発症
平野康次郎

■GSK CRSwNP Discussion Forum in TOKYO
～好酸球を意識したCRSwNP治療戦略の意義～ 2024年2月　東京

Mepolizumabと歩む気道炎症制御 -鼻茸を伴う慢性鼻副鼻腔炎治療の新しい鍵-
洲崎勲夫

■Severe asthma seminar for the generation 2025年2月　東京

上・下気道炎症の包括的制御を見据えた好酸球性鼻副鼻腔炎の治療戦略
洲崎勲夫

■第30回　江東豊洲地域連携研修会 2025年3月　東京

誤嚥性肺炎とその黒幕
木村百合香

経口的に摘出し得た巨大副咽頭間隙腫瘍の1例
鍋山 新

聴覚障害者から学び得たこと
寺﨑雅子
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■第246回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会　東京都地方部会 2025年3月　東京

嗅裂癒着を伴う感冒後嗅覚障害に対して内視鏡下鼻副鼻腔手術を試みた一例
奥澤奈緒, 洲崎勲夫, 水吉朋美, 大谷友里恵, 木島由葵, 手口裕奈, 嶋根俊和

■第208回神奈川県地方部会耳鼻咽喉科・頭頸部外科 学術講演会 2025年3月　横浜

当院で経験したアスピリン難聴の二例
村山正和, 田中義人, 井島貴宏, 寺﨑雅子

■GSK Mepolizumab CRSwNP webinar 2025年3月　web開催

鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎における抗IL-5抗体mepolizumabへの期待
～好酸球動態と他疾患への効果から学ぶ～
平野康次郎

■CRSwNP Seminar in 新潟 2025年3月　新潟

好酸球動態とIL-5から考えるmepolizumabの効果
平野康次郎

■TAKATA Academic Café for Pharmacists 2025年3月　web開催

多様化する患者背景と治療選択肢を踏まえた花粉症治療の最適化
洲崎勲夫

当科における耳下腺手術例の穿刺吸引細胞診検査の検討
﨑川 慶, 徳留卓俊, 方波見里奈, 小宅功一郎, 池谷洋一, 小林 斉

鼻出血を主訴に診断された Glomangiopericytoma の1例
方波見里奈, 徳留卓俊, 﨑川 慶, 小宅功一郎, 池谷洋一, 小林 斉
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その他

■その他 2025.3.15　品川区

口腔がん検診（公益社団法人東京都荏原歯科医師会・昭和大学頭頸部腫瘍センター）
嶋根俊和, 勝田秀幸, 齊藤芳郎, 森田琢磨
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研究費、受賞、マスメディア

■研究費

令和6年度 文部科学省科研費　基盤研究（C）（一般）
化学療法・放射線療法誘発性の重篤な口腔粘膜炎の疼痛緩和を目指した局所製剤の開発
課題番号24K09920
研究代表者　百　賢二
研究分担者　嶋根俊和

令和6年度　文部科学省科研費　基盤研究 （C）
好酸球性鼻副鼻腔炎の難治化におけるIL-4Rαを介したType2炎症過剰亢進機序の解明
研究代表者　洲崎勲夫

研究費

受　賞

マスメディア

■第125回 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会

2023年度　耳鼻咽喉科教育・育成功労賞
嶋根俊和

■令和7年　北部医学会

優秀賞
「急性感音難聴を契機に診断しえた感染性心内膜炎の一例」
手口翔太

■紙上診察室　東京新聞 2025年3月18日

のどに嚢胞
嶋根俊和

■夕刊フジ 2024年11月

ブラックジャックを探せ「福島啓文さん　手術後、声を失った人に行われる「代用音声」の
第一人者 〝普通の会話〟できる「シャント発声」で高い知名度」
福島啓文
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■ACジャパンCM

「難聴」
木村百合香

■文藝春秋社

「スーパードクターに教わる最善予防と最新治療 2025」
木村百合香

■ラジオNIKKEI

「ドクターサロン」味覚障害
木村百合香

■［YouTube］

日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 東京都地方部会　公式チャンネル
2025耳鼻咽喉科月間「5分でわかる！花粉症の治療選択肢」
平野康次郎


